










井 原 久 光 Ⅰ マーケティング戦略の枠組み
マーケティング戦略は,マーケテイング･ミックス論から生まれてきた.
990年)｣が出版され,当時を知る業界誌 r国際商業』のスタッフにも取
はじめに ハワード U. .H dowarA hytr∫.)やマッカーシー (E. M£a )は,外部環境を,
Ⅰ マーケティング戦略の枠組み 









場に本格的に参入し,短期間のうちに業界 2位まで躍進した.本稿の目 袷 .法律的環境｣｢経済的環境｣などを,マーケテイング ･マネジャーにと
289 年に ｢花王ソフィーナ｣(以下,ソフィーナ)で化粧品市 たとえば,マッカーシーは,図 1の外円にある ｢文化 ･社会的環境｣｢政
的は,マーケティング戦略の枠組みに従ってソフィーナの事例を考察し, って統制不可能要素とし,内円にある製品 )d tprouc( ,場所 )lpace( ,価格 





















64 現代軽骨掛 斉研究 創刊号 論文 :マーケテイングにおける戦略性の検証 
第一は,外部環境の変化に応じて内部資源をどのように選択し展開してい いえる.
74
くかという,組織の ｢外部｣と ｢内部｣の適合である.これは,顧客のニー こうした基本的な考え方に基づいて,マーケティング戦略の枠組は,一般




より,戦略には一貫性 )/統合性 itconssency( ion
it tnegra
 )/重点性 (いう ,｢目標｣と ｢手段｣の適合である.これには,自社の理念という目標
にむかって何をなすかという長期的な課題と,標的とする顧客に対してマー m 
ケテイング手段を選択するという短期的な課題が含まれている.戦略とは目 略が中長期的な企業目標を反映した基本コンセプトをもっているかを診る基
標に至る道筋 (とるべきアクション)の投影であり,目標と手段のセットと 準になる.統合性とは ｢組織的な統一性｣で トー タルマーケティングが実践
されているかという基準である.たとえば,コンセプトがあったとしても商








e nc )と広告理念 toncep





なる. 環境分析では ｢市場動向と競合他社分析｣がポイントになる. (2) (3)





図2 戦略論に見られる適合概念 (3)自社能力分析 (4(2)環境分析 )戦略の構築
















自社能力分析では自社の ｢弱み｣を ｢強み｣に変える SWOT的発想が大切
になる.その上で (4)戦略が構築されるが,ここでは ｢基本コンセプト｣
の明確化がポイントとなる.最後に (5)マーケテイング ･ミックスでは









































人の ｢パパママストア｣が圧倒的で約 22,50店といわれる 12).










50 現代雀宮経済研究 創刊号 
E] トイレタリー 業界における流通チャネルg4
(タイプ3)

































図 5は,業界誌 r国際商業｣の全身である け ミカルレビュー｣がまとめ
た流通システム別マーケットシェアだが,再販価格維持が認められた以降の








図 5 流通システム別のシェア 
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56 現代経営経済研究 創刊号 論文 :マーケテイングにおける戦略性の検証 57 
rあぶない化粧品l(三一書房)が出版されたのが 1979年である.
















9776年7年57 4年乃年花年7 1年7 0年 糾 年お 年㍊ 年別 年齢 年乃 年7 8  
出典 :東京化粧品工業会昭和63年度事業報告.
8)なって制度疲労が表面化してきた4.
)億円に達した. 流行の影響を受けるメイク商品は,ブランドカがものをいうが,基礎化粧に 1 5年には 5 X






















低刺激を売りものにした ｢クリニーク｣が日本で発売されたのが 1978年で, 少なくとも花王は,市場環境をポジティブに再定義したと考えられる. 
ファンケルが保存料を使用しない無添加化粧品の通信販売を始めたのが 
(280年である. )ミクロ分析
76年には ｢化粧品公害被害者の会｣が化粧品メーカー 7社を相手に損 ①競合他社分析19
19
0)害購償請求を起こしているが,当時は,公害が化粧品の薬害とオーバーラッ 丸田社長は ｢(同業者を)意識するのはずるい経営者｣と発言している5 
























































































売上高 44,165 36,31 40,983 
新規 21,776 5,188 70
リピート 18,592 22,56 35,563 
小計 40,368 那,751 36,27
論文 :マ-ケティングにおける艶略性の検証 6/



































































































































粥買頻度 高い (日用品) 比較的低い (専門品)
単価 安い 高い
商品サイズ 大きい 小さい
販売方法 セルフ販売 (陳列品) 推奨販売








































































































































































































































































































































































































2)井原 (2001)二井原久光 lケースで学ぶマーケテイング｣ミネルヴァ書房, 
201年,p.119. 
3)井原 (20α):井原久光 rテキスト経営学 (増補版)- 基礎から最新の理
論まで｣ミネルヴァ書房,2CX)午.p.222.および井原 (2001),p.112. 
4)井原 (2000),p-220,およびp.222. 
5)山岡 (1990):山岡良夫 r化粧品業刺 教育社,1990年,p.30. 












13)福原 (1992),福原義春 r多元価値経営の時代1東津軽済新報札 1992年,
80 現代経営軽済研究 創刊号 
p.50. 





































30)平林 (1987〕:平林千春 ｢ヒット商品のメカニズムを探る｣宣伝会議 ,1987
年,p.2脚. 










編集 r広告に携わる人の籍合講座- 理論とケース ･スタディ｣日本経済新
聞社,1989年,p.386〕 
36)中村 ･碓氷 (1989):中村元一 ･碓氷慎一 r花王ノン･ライバル経削 ダイ
ヤモンド社,1989年,p.55. 
37)r花王史 100年jp.690. 
38)野中 ･陸 (1987):野中郁次郎 ･陸正編著 rマーケテイング組織- その革
新と情報創造｣誠文堂新光社,1987年,p.83. 




42)r国際商剰 1982年 12月号,p.52. 












いばかりか,美 しくなるなどの宣伝を繰 り返 し,それを信 じて購入した商品
で,消費者は顔面黒皮症という傷害を受けた｣などと批判された.〔｢化粧品
被害訴訟の経過と争点｣r国際商業11979年 5月号.p.39〕 












50 花王 ･成熟市場に勝った I WTL 99 月号,.0.






















































72 花王史 1 ･3･丸田社長の哲学では ｢
































86)基礎化粧品リベーヌはクレンジングミルク ･スキンローション 140ml(550 












1)r花王史 100年 ･年表Jp円),モイスチュアクリーム 50g(500円)をはじめ,1
㈱, 円以下の価格設定
年･年表j:【F花王史 100









 グ系は 11%と低 く,化粧品のチャネルで立ち遅れていたことを物語ってい
｢花王石鹸｣を発売 した際,桐箱入り3個 35銭という舶来品に相当する価格 る.〔r 0 . 〕花王史 10年JP
4.





































































 r花王史 10 年｣pセルフセレクションの方式を重視 したとある.〔 
6)たとえば,14年のシーズンキャンペーンを見ると,資生堂がアンジェ








































































う｣と問いかけながら ｢リビッド (細胞間資質)｣の顕微鏡写真を掲載 して,
花王は ｢リビッドと同じはたらきをする成分リビッドCSを開発｣ したとし


































































中村元一 ･碓氷慎 - r花王ノン･ライバル経営｣ダイヤモンド社,1989年.









rMaktn e 】reigViw｣ E本マーケテイング協会. 
(いはら･ひさみつ/現代経常学部教授)
